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第 4 波の市中感染が始まり、過去最大の広がりと影響を及ぼしています。北部のバクザ

ン省にて工業団地内で集団感染が起き、かつてない程の感染数（1 日数百人規模）になりま

した。この地域には多くの日系、韓国系、中国系、台湾系の外資系工場があります。バクザ

ン省にある 4 つの工業団地で閉鎖処置がとられました。工場を２、３週間操業停止に追い

込まれ、基本的に工場から出てはいけない状況になり、工場で寝泊まりしないといけなくな

った企業もあり、かなり大変な状況になりました。ある日系工場と話した時、工場での寝泊

まり状況下でしたが、特に家族持ちのスタッフは精神的にきついと思うと言っていました。

確かに拡散防止には良い方法かもしれませんが、こんな状況は日本では絶対にありえない

だろうと思いました。 

コロナ検査頻度が上がり、検査人数も急激に多くなったことから、弊社とベトナム裾野産

業協会で、コロナ検査簡易ブースを設計から製作を無償で提供をしようとローカル製造業

に働きかけました。現在北部は一番暑い時期なので（北部の 6 月ごろは南部のホーチミン

より暑いです）ブース内にエアコンや換気システム、殺菌システムを導入し、他備品等々、

多くの企業が賛同してくれました。 

現在、北部は沈静化に向かっていますが、未だ一部の工場勤務の方は自宅に帰ることがで

きません。そして現在は南部ホーチミンがベトナムで一番感染者を出しており、いわゆるソ

フトロックダウン状況になっています。ワクチン接種率は未だ数％と進んでいません。 

 

参考：COVID-19 検査用ブース 


